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秋もだいぶ深まり，日々冬へと向かっています。風邪をひかないように，
あき ふか ひ び ふゆ む か ぜ

３ 食 しっかりと 食 事をし，規則正しい生活を 心 がけましょう。また，衣
しょく しょく じ き そくただ せいかつ こころ い

服の 調 節をこまめにし，外から帰った時， 食 事の前など 必 ず手洗いやう
ふく ちょうせつ そと かえ とき しょく じ まえ かなら て あら

がいをしましょう。

がつ にち わ しょく ひ

和食の日は，「和食：日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化遺産に登
わ しょく ひ わ しょく に ほんじん でんとうてき しょくぶん か む けいぶん い さん とう

録されたことをきっかけに，日本人の伝統的な食文化について見直し，和食文化
ろく に ほんじん でんとうてき しょくぶん か み なお わ しょくぶん か

の保護・継承の大切さについて考える日として制定されました。給 食では，ご
ほ ご けいしょう たいせつ かんが ひ せいてい きゅうしょく

はんを主食とした和食を中心に，行事食や郷土料理を取り入れ，子どもたち
しゅしょく わ しょく ちゅうしん ぎょう じ しょく きょう ど りょう り と い こ

に伝統的な文化を伝えています。
でんとうてき ぶん か つた

わしょく し ぜん めぐ わしょく き ほん いちじゅうさんさい

日本では南北に長い国土に，海・山・ ご飯を 中 心に汁物，おかず，漬け物
に ほん なんぼく なが こく ど うみ やま はん ちゅうしん しるもの つ もの

里などたくさんの自然が広がっています。を組み合わせる和 食 の献立は，栄養バ
さと し ぜん ひろ くみ あ わ しょく こんだて えいよう

全国各地で，地域の気候や風土が 育 ん ランスも抜群です。おいしさの基本であ
ぜんこくかく ち ち いき き こう ふう ど はぐく ばつぐん き ほん

るだしの【うま味】を大切に，
み たいせつ

だ，米や 魚 ，野菜や肉といっ
こめ さかな や さい にく

た新鮮な 食 材によって和 食 は カロリー・塩分が控えめでお
しんせん しょくざい わ しょく えんぶん ひか

支えられています。 いしく食べられます。
ささ た

し き たの かざ きずな はぐく ねんちゅうぎょうじ

食 事の場で，自然の 美 しさや四季の 「和 食 」は，様々な年 中 行 事や伝
しょく じ ば し ぜん うつく し き わ しょく さまざま ねんちゅうぎょう じ でん

移ろいを 表 現するのも，和 食 ならでは
うつ ひょうげん わ しょく

統的な儀式と密接に関わって 育 まれ
とうてき ぎ しき みっせつ かか はぐく

です。桜 や紅葉，笹など四季の花や言葉 てきました。お 正 月には【おせち 料
さくら もみじ ささ し き はな こと ば

しょうがつ りょう

で 料 理を飾り付けしたり，季節に合った
理】，お月見には【お団子】など，自然りょう り かざ つ き せつ あ
り つき み だん ご し ぜん

の恵みである 食 を分け合い，食 の時間
めぐ しょく わ あ しょく じ かん

器 を使って自然の 美 しさを感じながら
うつわ つか し ぜん うつく かん

食 事を楽しめるのも魅 力 です。
しょく じ たの み りょく を一緒に過ごしながら家族や地域の 絆

いっしょ す か ぞく ち いき きずな

を深めてきました。
ふか

「地産地 消 」という言葉をご存じですか？ 地域で生産された農林水産物
ち さん ち しょう こと ば ぞん ち いき せいさん のうりんすいさんぶつ

（地場産物）を地域で 消 費する取り組みのことで、 食 料 自 給 率の向 上 をは
じ ば さんぶつ ち いき しょう ひ と く しょくりょう じ きゅうりつ こうじょう

じめ、地域活性化や、環 境 保護への貢献など、さまざまな効果が期待できます。
ち いきかっせい か かんきょう ほ ご こうけん こう か き たい

学校 給 食 では地場産物の活用を通し、子どもたちへ地域の 食 文化や産 業 につ
がっこうきゅうしょく じ ば さんぶつ かつよう とお こ ち いき しょくぶん か さんぎょう

いて伝えるとともに、生産者や食べ物への感謝の気持ちを 育 んでいきたいと 考
つた せいさんしゃ た もの かんしゃ き も はぐく かんが

えています。

お米や稲作は、日本の年 中 行 事と深く関
こめ いなさく に ほん ねんちゅうぎょう じ ふか かか

新米のおいしい季節になりました。
しんまい き せつ

日本の主 食 であるお米の歴史は古 わっています。11月 23 日の「新嘗祭」は、その年
に ほん しゅしょく こめ れき し ふる にち にいなめさい とし

く、 縄 文時代に水田による「稲作」
じょうもん じ だい すいでん いなさく

に 収 穫した新穀を神様にお供えし、五穀豊
しゅうかく しんこく かみさま そな ご こくほう

が 中 国大陸から伝わり、弥生時代に 穣 に感謝するお祭りで、『日本書紀』にも記 述
ちゅうごくたいりく つた やよ い じ だい じょう かんしゃ まつ に ほんしょ き き じゅつ

は北海道と沖縄県を除く各地に広ま があるほど古くから 行 われてきた 重 要な 宮
ほっかいどう おきなわけん のぞ かく ち ひろ

ふる おこな じゅうよう きゅう

中 行 事です。現代でも 宮 中 や全国の神社
ちゅうぎょう じ げんだい きゅうちゅう ぜんこく じんじゃ

りました。現 在では、北 海道から沖
げんざい ほっかいどう おき

縄県まで全 国 各地で作られており、 で 行 われています。一般的には「勤労感謝の
なわけん ぜんこくかく ち つく

おこな いっぱんてき きんろうかんしゃ

おいしさや作りやすさを追 求 したさま
つく ついきゅう

日」となっていますが、日々の 食 事は、自然の恵
にち ひ び しょく じ し ぜん めぐ

ざまな品種のお米が誕 生 しています。
ひんしゅ こめ たんじょう

みや、多くの人の勤労に支えられて成り立って
おお ひと きんろう ささ な た

いることに感謝して、新米をおいしくいただく
かんしゃ しんまい

機会にしませんか？
き かい


